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2011年 10月 23日 

同志社大学フォーミュラプロジェクト 

大会報告 

 

支援者様へ 

 

秋冷の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。この度は同志社大学フォーミュラプロジェクトの 2011年度大

会の大会報告と今後の活動方針について報告させていただきます。 

 当プロジェクトはスポンサー企業様・個人支援者様そして本学のご支援・ご協力により、

9 月 5 日～9 日に静岡県のエコパ(小笠山総合運動公園)で行われました第 9 回全日本学生フ

ォーミュラ大会へ出場することができました。 

 その結果大会結果は以下のようになりました。 

 

・総合  17位(全 75校中)  ・アクセラレーション  12位 

・コスト審査 34位   ・スキッドパッド  21位 

・プレゼン審査  6 位   ・オートクロス   25位 

・デザイン審査 25位   ・エンデュランス＆燃費  24位 

 

 2011 年度は、昨年度の課題であった基本性能の高いマシンを目指して製作を行ってきま

した。その結果、2 年連続のエンデュランス完走を果たし、自動車技術会会長賞を受賞しま

した。 
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 また、静的審査ではプレゼンテーション審査が 6 位となり過去最高の順位を記録しまし

た。しかし、当初掲げていた総合成績 1 桁台という成績を収めることができませんでした。 

 この結果を真摯に受け止め、より一層のチームの発展を目指していくためにも問題を改

善し、次の車両製作に生かして参ります。一年間スポンサーの皆様にはご支援・ご協力を

頂き誠にありがとうございました。当プロジェクトはこれからも全日本学生フォーミュラ

大会で 1 桁台を目指して車両開発を続けて参ります。 

 

 

1.大会成績 

表 1.種目別大会成績表 

 

 

 

図 1.歴代獲得点数の推移 

 

1000 553.44 17 460.41

100 40.20 34 47.80

75 56.25 6 45.00
150 72.00 25 78.00

75 57.77 12 35.12

50 25.39 21 2.50
150 86.82 25 45.70
400 215.01 24 206.29
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2011年度は 2010年度に比べ静的審査での点数はほとんど変わりませんでしたが、動的審

査では全種目で得点を上げることができ、総合では 24 位から 17 位と順位を上げることが

できました。 

当チームの歴代の得点の推移から見てみても年々徐々に成績を上げており、今年度は過

去最高の得点を獲得することが出来ました。チームとしても組織力や技術力など、上位を

目指すための力がついてきております。 

今年度は特に旋回性能を競うスキットパッド、車両全体の性能の差が出てくる競技であ

るオートクロスでは昨年度に比べ大きく点を伸ばすことができました。しかし、車両全体

で考えると、シャーシーの軽量化やサスペンションの最適設計など上位を目指すには課題

が見えてきました。この大会でのフィードバックを生かし、2012 年度は上位校へのステッ

プアップを目指します。 

 

 

2.DF11について 

 2011年度大会に出場した車両òDF11òを紹介します。 

2011年度車両 DF11は、昨年度車両 DF10のコンセプトである「速くて操作性の良い車両」

踏襲して設計を行いました。レーシングカーとして絶対的なスピードを引き出すために、

昨年度の課題であった【レスポンスの向上】、【信頼性の向上】を目指しました。また昨

年度は製作が遅延してしまい満足のいく走行テストを行うことができませんでした。その

ため今年は製作工程を見直し、製作期間を短縮しました。加えて高精度での車両製作を行

い昨年度からの品質改善を図り、日本が誇る品質の高さを実現するという意味も込めてサ

ブコンセプトに「Made in Japan」を掲げました。 

エンジンは高回転側のパワーを犠牲にすることなくターゲットバンドである 6000～

9500rpmのパワーを飛躍的に UP させる調整を行うことで、扱い易いものとなりました。ま

た、吸気系の形状を大幅に変更しレスポンスの向上を実現しました。さらに、コックピッ

トパネルに本校独自の技術である「リサイクルカーボン」を採用し環境にも配慮したマシ

ンとなりました。そして何より、エンデュランスにも耐えられるよう各パーツの機能を改

めて見直し、基本性能の向上に努めました。以上の努力により DF11は高いパフォーマンス

を持った車両となりました。 
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図 2.大会に出場した 2011年モデル車両(DF11) 

 

 

 

図 3.大会後のメンバー全員での集合写真 
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3.大会報告 

ここから、大会 1 日目から 4 日目までを振り返りたいと思います。 

 

＜大会初日＞－9 月 5 日 

 台風の影響による雨の降る中、今年の大会が始まりました。今年度は、上位校が受けら

れるシード車検を受けることができませんでした。しかし、何とか車検予約を取り、初日

中に車検を受けることができました。車検は順調に進み一回の車検で合格することができ

ました。技術車検を一回で合格したのはチーム創設史上初めてで、順調な滑り出しとなり

ました。 

 車検が終わるとすぐにデザイン審査が行われました。デザイン審査は車両の設計や技術

力などを審査するものです。審査では事前に提出したデザインレポートをもとに車両の前

でポスターボードを用いて審査員の前でプレゼンテーションを行い、その後、質疑応答と

なります。車両の設計意図、コンピュータを用いた解析条件などの質問をされましたが、

ポスターボードと実際のマシンを用いて説明しました。 

 

 

図 4.車検の様子          図 5.デザイン審査の様子 

 

 

＜大会 2 日目＞－9 月 6 日 

 初日とは打って変わって晴天となりました。朝一番に昨日の技術車検で残っていたドラ

イバー脱出試験を行いました。ドライバー脱出試験とはシートベルトを着けハンドルを持

ったドライビングポジションから 5 秒以内に脱出できるかを確認する試験です。大会にド

ライバーとして出場するメンバーはこのテストをパスしなければなりませんが、無事全員

パスすることができました。 

 次に、コスト審査が行われました。審査ではコストを削減させる上で考慮した点や加工

方法、そして事前に提出したコストレポートの内容について指摘されました。コスト審査

では、車両を組み立てる際に構造同等性を示しつつ、ねじやマウントを削減する案をアピ
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ールしました。コストレポートではコスト計算の上で必要な図面などに不備があり、レポ

ートの正確性の得点が低くなってしまいました。 

 コスト審査終了後は、次の車検に挑みました。車両を傾けた状態で燃料の漏れなどを確

認するチルト試験、マシンの騒音を計測する騒音試験に進みました。騒音試験ではエンジ

ン回転数が11000rpmの状態で、マシンの騒音が110dB以下と規定されています。大会前に計

測した値と同じ値の106dBで無事に騒音試験にも合格しました。 

 午後からは、プラクティスエリアにて練習走行を行い、サスペンションの最終調整を行

いました。 

 別会場では、プレゼンテーション審査が行われました。プレゼンテーション審査では自

分たちが作った車を実際にモータースポーツ業界に売り込み、それに投資してもらうとい

う仮想のシチュエーションの下で行われる競技です。今年は特に、操作性と速さを追求し

た車を提供することで、モータースポーツの楽しさを提供する事をアピールし、過去最高

の6位入賞を果たしました。 

 

図6.コスト審査の様子         図7.チルト試験の様子 

 

図8.練習走行の様子 
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＜大会 3 日目＞－9 月 7 日 

 この日から実際に車両を走らせる動的審査が始まりました。午前中に0-75ｍ加速性能を競

技するアクセラレーション、八の字コースによるコーナリング性能を競技するスキッドパ

ッドの審査が行われました。気温や路面温度、タイヤの種類や空気圧を考慮して、出走タ

イミングを決めました。こうしたセッティングの甲斐もあってアクセラレーションでは12

位、スキッドパッドは21位という結果を残すことができました。昨年度スキッドパッドで

は参加点しか得点できませんでしたが、今年度は大きく点を伸ばすことができました。 

 午後からはオートクロスが行われました。オートクロスは一周約880ｍのコースを走るタ

イムアタック競技です。オートクロスでも路面温度やタイヤの空気圧の具合を見ながら出

走順を決め順調に走行することができ、25位という結果を残すことができました。こちら

も昨年度より大幅にタイムを縮めることができ、昨年に比べ倍近い得点を獲得しました。 

 

 

＜大会 4 日目＞－9 月 8 日 

 前日のオートクロスの上位順でエンデュランス(22㎞の耐久走行)を行います。午前中はオ

ートクロスのタイムが良い上位校次々とリタイヤして出走時間が繰り上がっていく中、全

員が緊張して自分たちの出走順を待ちました。 

ダイナミックエリアに入り出走順を待っている間、コース上では車両火災が起き消火器

の煙があたり一面に漂うトラブルもありましたが、レースの復旧作業も終了し、出走する

ことができました。 

 そして、本番。1stドライバーが一周目、二周目・・・とタイムを上げていきました。3分

間の2ndドライバーへの交代時間にも今年度は特に厳しいマシンチェックがあり、緊張して

見つめました。結果、2003年のチーム発足以来4度目のエンデュランス完走を果たすことが

できました。その後、燃料使用量の計測と、エンデュランス後の騒音テストを難なくクリ

アしすべての審査を無事終えることができました。 

 完走こそできたものの本年度の最大の課題は、オートクロスとエンデュランスのコース

に見合う車両を作ることができなかった点です。アクセラレーションとスキッドパッドの

コースは毎年変更されませんが、こちらは少しずつ変更されています。今年度は例年に比

べ大幅にコースが変更され、練習走行での経験を十分発揮できませんでした。 

来年度は、どのようなコースが設定されても十分対応できるようなセッティングの幅を

持たせる車両作りが必要となってきます。 
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図9.2011年度オートクロス・エンデュランスのコース図 

 

 

2011年大会総括 

 

当プロジェクトは支援者皆様のご支援・ご協力の下、第9回全日本学生フォーミュラ大会

に出場することができました。今年度は2年連続エンデュランスでの完走を果たし、昨年度

の課題であった車両の基本性能も向上することができました。しかし、個々の種目では思

うように成績が出ず、単にいいものを作るだけでなく、それを形としてアピールすること

の大切さを痛感させられました。この経験を来年度の車両開発、そして将来のエンジニア

としての経験の糧とすべく2012年度来年度の車両開発に生かして参ります。 

 

このプロジェクトは全日本学生フォーミュラ大会で好成績を目指しているのは然る事な

がら、教育的な面も含まれており、大学からプロジェクト科目として単位認定を受けてお

ります。プロジェクト科目とはProject Based Learning に基づく科目で、結果ではなくプロセ

スを、インプットではなくアウトプットを重視している従来の座学では決して学ぶことが

できない体験型の授業です。 

この活動では、座学の授業で学んだ機械工学や電子工学などの知識を使い、実際に車両

を製作し、テスト・改良を重ねていきます。特にテスト・改良を重ねるという点では、予

想していたものと全く違う結果が生じる、何度改良を重ねても全く上手くいかないという

ことが多々ありました。しかし、その中から原理を深く突き詰めていく、新しい解決策を

見つけていくなど、物事をより深く考える力を身に着けることができました。 

これは、一部のチームメンバーだけではなくチームメンバー全員に浸透しています。プ

ロジェクト始動当初は、ただ言われた事だけをこなしていたメンバーも、活動終盤には、

なぜこの作業が必要なのか考え、計画の先を読むことを身に着けることができるようにな

っていました。 
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1年間支援してくださったスポンサーの皆様・大学関係各位の皆様・アドバイザーの皆様

には当初の目標を達成できず不本意な結果をご報告することとなってしまい申し訳ありま

せんでした。しかし、1年間のプロジェクト全体を振り返ってみると、チームで1つのもの

を作り上げることができる達成感を味わうことができ、いいクルマよりもいい人ができた

と感じております。来年度こそは今年度のフィードバックを生かし、数年来の目標であっ

た1桁順位を目指し、またプロジェクトを始動して参りますので、今後とも宜しくお願いい

たします。 

 

同志社大学フォーミュラプロジェクトメンバー一同 
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